
平成 2 8 年度気候変動の影響へ の適応計画セミナ ー の運営等請負業務

気候変動と
これからの私たちの暮らし
近年の異常気象といわれる猛暑や豪雨などは ､ 温室効果ガスによる地球温暖化を原因とする気候変動が

大きく関係 しています｡ こう した気候変動を止めるためにも､ 温室効果ガスを減らす (緩和) 対策を確実

に進めていく ことが大切です｡

一 方で減らす努力を しても､ どう しても温暖化の影響を避ける こ とは難 しいとも予想されて い るこ とか

ら､ 気候変動に順応 してい く (適応) 対策を推進するこ とが不可欠となります ｡

2 0 1 5 年 1 1 月に閣議決定された ｢ 気候変動の影響へ の適応計画｣ をは じめ､ 気象か ら見た地球温暖化

の現状や東北地方の 基幹産業で ある農業のこれか らにつ いて セミナ
ー

を開催 します｡

今後の気候変動に私たらはどう向き合わなければならないの か ､ 一 緒に考えてみませんか ?

日 時 2 0 I丁年I 月I 9 8 (ホ)
I 3 :3 0 ～ I O :5 0 ( I 3 : 0 0 開場)

会 場 T K P ポ ー 苓シシティ仙台勾当会 ホ ー ル 5
( 仙台市青葉区国分町3 丁目 l - I 仙台パ ー クピル 3F)

1 3 : 3 0 ～ 開会の挨拶

1 3 : 4 0 ～ 国の ｢ 気候変動の影響へ の適応計画｣ につ いて

● 網岡 孝夫 (環境省 地球環境局 総務課 気候変動適応室 環境専門調査員)

1 4 : 5 0 ′ ～ 講演

● ｢ 東北地方の気象の変化｣

渕上 隆雄 氏 (仙台管区気象台 気象防災部 地球環境 ･ 海洋課 地球温暖化情報官)

● ｢ 気候変動下 の作物生産 一 影響の しくみ と対応 -

｣

長谷川 利拡 氏 ( 国立研究開発法人 農業 ･ 食品産業技術総合研究機構

東北農業研究センタ ー 生産環境研究領域 農業気象グル ー プ長)

1 6 : 0 0 ′ ～ 質疑応答
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- 一 講師フロフィ ー ル

渕 上 隆雄 氏

( 仙台管区気象台 気象防災部地球環境 ･ 海洋課 地球温暖化情報官)

平成 6 年 4 月若松測候所に採用 ｡ 以降､ 仙台管区気象台､ 名古屋地方気象台､ 気象庁

地球環境 ･ 海洋部気候情報課などで主 に季節予報 ( 長期予報) に関する業務に従事｡

平成 2 7 年 4 月よ り現職｡

長谷川 利拡 氏

( 国立研究開発法人 農業 ･ 食品産業技術総合研究機構 東北農業研究セ ンタ
ー

生産環境研究領域 農業気象グル ー プ長)

平成 2 年九州東海大学農学部助手などを経て ､ 平成 2 8 年 9 月 より現職｡

研究テ
ー

マ ｢ 作物の環境応答の モデル化. 耕地生態系の しくみを理解 して気候変動へ の

適応を図る｣

会 壕 ア ク セ ス

以下 の欄に必要事項をご記入 の上 ､ F A X ･ メ ー ル にて お申込みください ｡ 電話で の お申込みも可能です｡

※ メ
ー

ル の場合 は､ メ
ー

ル本文に直接､ 必要事項を ご記入ください ｡
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受付の ご連絡を致 しますの で ､
3 日経過 しても連絡がなか っ た場合はお手数ですがお問合せ下さ い ｡

ご記入いただいた個人情報は ､ 本セミナ ー

に関する事の みに使用いた します｡




